
❹関係資料
資料1-1　令和２年度教育課程表(平成30年度入学生)

資料1-2　令和２年度教育課程表(令和元年度入学生)
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資料1-3　令和２年度教育課程表(令和２年度入学生)
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資料２　開発教材パッケージの概要

資料３　令和２年度学校設定教科ＳＰ等に係る対象学科および担当教員・外部人材の昨年度比較

資料４　ＳＳＨ事業で身につけてほしい力と対応する１年間の振り返り質問事項
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資質・能力の説明 質問
番号 質問事項身につけてほしい資質・能力

グ
ロー

カ
ル
マ
イ
ン
ド

科学リテラシー
学習内容や研究成果を分かりやすくスライドやポ
スターにまとめ、その内容を的確に説明することが
できる。

1
ＳＳＨの取り組みを通して、学んだ内容などを分かりやすくスライドや
ポスターにまとめ、的確に説明する力が身についたか。

6 ＳＳＨの取り組みを通して、研修で学んだことから新しいアイディアを
創造できたか。

国際性 自他の文化を理解、尊重し、国際的な視点から物
事を考えることができる。 3 ＳＳＨの取り組みを通して、国際性が身についたか。

地域貢献の意欲、
態度

地域の活性化・発展について考え、貢献しようとす
ることができる。 2 ＳＳＨの取り組みを通して、地域貢献に対する意識が高まったか。

5 ＳＳＨの取り組みを通して、チーム・グループで協働して研修に当たる
ことができるようになったか。

主体性、協働性、
創造性

学習内容に関心を持ち、主体的、協働的、創造的
に学習に向かうことができる。

4 ＳＳＨの取り組みを通して、主体的に研修に当たることができるように
なったか。

批判的思考力
文献や他者の意見を正確に理解したうえで、多角
的・多面的な観点から吟味したり新たな見方や考
え方を提示したりすることができる。

8
ＳＳＨの取り組みを通して、批判的思考力が身についたか。学

ぶ
力、

学
ん
だ
力

論理的思考力 客観的根拠や知識に基づいて、論理的に考察し、
自らの考えを組み立てることができる。 7 ＳＳＨの取り組みを通して、論理的思考力が身についたか。

10 ＳＳＨの取り組みを通して、データを客観的に分析する力が身につい
たか。

データに基づく
思考力

情報についての基本的知識・モラルをもとに、デー
タの収集方法を身につけ、集めた情報を整理・分
析し、活用することができる。

9 ＳＳＨの取り組みを通して、データを正しく読み取る力が身についた
か。

客観的事実に基づいて現状の課題を発見すること
ができる。 12 ＳＳＨの取り組みを通して、地域や社会の現状の課題・問題を見つけ

ることができたか。

各教科の確かな
学力 11 ＳＳＨの取り組みを通して、各教科の基本的な学びの重要性に気が付

いたか。

科学的倫理観 科学技術の利用、研究開発活動の管理を適切に
行うことができる。 15 ＳＳＨの取り組みを通して、科学的倫理観を身につけることができた

か。

コミュニケーション
能力

他者の意見を理解、尊重しながら自分の意見を相
手に正確に伝えることができる。 14 ＳＳＨの取り組みを通して、コミュニケーション能力が向上したか。

問題解決能力 現状の課題を分析し、その解決に向けた自分の考
えを構築することができる。 13 ＳＳＨの取り組みを通して、問題を分析し、解決策を見つけることがで

きたか。

　
　
汎
用
的
な

　
　
　
学
び
の
力

問題発見能力



　　本校第４期ＳＳＨ事業において身につけてほしい資質・能力のそれぞれについて、上記の各質問事
項に
回答基準：5…とてもそう思う　4…そう思う　3…どちらでもない　2…あまり思わない　1…全く思わ

ない
の５段階で、生徒が回答した。
対象　　全学年全クラス
アンケート結果　　　アンケート結果の回答率をグラフにして、次のようにまとめた。

Ⅰ．グローカルマインド
○科学リテラシー　　　　　　　○地域貢献の意欲・態度　　　　　○国際性

○主体性・協働性・創造性

Ⅱ．学んだ力・学ぶ力
　○論理的思考力　　　　　　　○批判的思考力　　　　　　　　○各教科の確かな学力

○データに基づく思考力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○科学的倫理観

Ⅲ．汎用的な学びの力
　○問題発見能力　　　　　　　○問題解決能力　　　　　　　○コミュニケーション能力

資料５　ルーブリックによる評価　課題研究
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資料６　運営指導委員会の記録

第１回ＳＳＨ運営指導委員会
１．期　日：令和２年９月２５日（金）１４：００～１６：００
２．場　所：益田高校会議室
３．参加者：秋山、浦野、小澤、柴田、橋本、平谷、堀、前田、御園

県教育指導科：山根
柿本、長谷川、俵、幡、寺岡、富田、柳楽、福井、毛利、黒﨑　　（敬称略）

４．議事録（要点）
　Ⅰ. 校長挨拶
　　○本年度のSSHプログラムの実施状況について
　　○中間評価を受けての改善策について
　Ⅱ. 自己紹介
　Ⅲ. 議事（進行：御園）
　　◎令和元年度の中間評価結果をうけて
　　　○　レポートの量が多いと指摘を受けた。

→レポートを書くことはこれから必要になってくるため、継続して課題を与えていってほし
い。レポー

トを書くことの目的をはっきりと示し、達成度を定量的にはかることが大切である。
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○　紙面のレポートではなく、電子媒体のレポートにしてはどうか。
○　他の４期目の学校と成果を比較し、改善できる部分を改善すべきである。生徒に資質能力が

本当に身
についているのか評価方法を見直すことが必要である。

○　指定校が行う成果の普及と管理期間が行う成果の普及を分けて考える必要がある。
○　コロナ禍だからこそ、オンラインを活用し積極的に外部とのつながりをもつ必要がある。
○　システムを構築するだけでなく、成果を外部に発信し、賞を取ることが大切である。
○　海外研修については、計画を組み直す方がよい。可能であれば、オンラインで研修を行う。
○　オンラインでさまざまなことができるようになってきているなかで、大学生を活用していく

ことも
できる。

　Ⅳ. 校長挨拶
　　○　今後のＳＳＨの取り組みについて

第２回ＳＳＨ運営指導委員会
１．期　日：令和３年２月１０日（水）１６：００～１７：３０
２．場　所：グラントワ（SSH生徒研究発表会に参加して頂き、終了後に実施）
３．参加者：秋山、柴田、橋本、平谷、堀、前田、御園

県教育指導課：山根、馬庭
柿本、池永、長谷川、俵、幡、寺岡、富田、柳楽、福井、毛利、黒﨑（敬称略）

４．議事録（要点）
　Ⅰ. 校長挨拶
　　○　本年度のＳＳＨプログラムの総括
　　○　来年度実施および第Ⅴ期申請に向けて
　Ⅱ. 議事（進行：御園）
　　◎　令和２年度実施したプログラムについて
　　　〇　コロナ禍もありプログラムを変更して実施した。1年生は関西実習を中止し、地域巡検の充
実を図っ

た。２年生は、課題探究のプログラムを一変し、普通科理系クラスにも探究のプログラムを取
り入れ

た。外部団体と連携をより密にとることで主体的な課題設定ができるよう改善した。
　　◎　第Ⅳ期プログラムの見直しと第Ⅴ期に向けた取り組みについて
　　　○　課題研究・探究を進めていく上で、島根大学との連携をもっと密に取っていく必要があるの
ではない

か。オンラインを利用して意見交換をする場をもっと作るべき。
○　４期目の学校としての取り組みが遅いのではないか。積極的に発表会に参加し、他校の生徒

ともっと
交流すべき。

○　研究の質を上げるためには、指導者のレベルを高めることが必要ではないか。
○　教育課程のプログラムで育てる部分と個々の生徒を伸ばすプログラムがあってもいいのでは

ないか。
賞をとれる生徒を育てることも益田高校の使命であると思う。

○　普通科の課題探究の質が向上していることは非常にいいことだが。理数科をどう強化するか
が課題で

ある。強化策を考えるべき。
○　外部との連携が生徒にどのような効果をもたらしているのかをしっかりと評価するとよい。
○　産業技術センターなどの出先機関との連携を密にするとよい。そこにある機材を利用してみ

てはどう
か。県と連携してほしい
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○　課題探究の活動に熱意は感じるが、エビデンスにと乏しい。データに基づいた発表をすべき
である。
　Ⅳ. 校長挨拶

　○第Ⅳ期のプログラムの再編成および完成に向けて
　今年度は、中間評価ヒアリング・中間評価を受けて大幅に再編成した１年目であった。本年度の取
組と来年度に向けた取組を報告するなかで、留意すべき点と新たな視点を頂いた。昨年度より運営指導
委員会の期日の設定を生徒の成果発表会の場に合わせて実施する計画であったが、第１回目は、コロ
ナ禍により期日を変更して実施した。各委員により生徒の活動を直接参観し指導が行われることで、個
別プログラムへの詳細かつ具体的な分析の上、助言をいただくことができた。これらの内容につい
て、共通理解のもとでＳＳＨ事業を展開できるよう、全教職員に周知している。
　今後も、運営指導委員との日々の連携を一層密にして充実した事業を展開していきたい。
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